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#11-43 

【１０月２２日～１０月２８日】 

〔ウクライナの報道をもとに作成〕 

平成２３年１１月１日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼ティモシェンコ前首相の裁判 

・２４日、ティモシェンコ前首相は、２００９年対露ガス契約署名

の際の権限逸脱の疑いによる懲役７年等の有罪判決に対す

る控訴状をルキヤニフスク拘置所経由でキエフ市控訴裁判

所に提出。 

・２５日、ヴラセンコ同前首相弁護グループ代表は、同判決に

対する弁護人による控訴状をキエフ市ペチェルスク地区裁判

所経由でキエフ市控訴裁判所に提出。 

・２７日、アザーロフ首相は、ウクライナ社会ではティモシェン

コ前首相に対する判決は概ね妥当なものであると捉えられて

いるとし、露・ＥＵ・米国等の政府関係者が同判決を政治的動

機によるものと指摘する際には内容をより正確に把握する必

要がある旨発言。 

▼ティモシェンコ前首相に対するその他刑事訴追 

・２４日、検事総局は、「ウクライナ統一エネルギー・システム」

社が扱う天然ガスに関する国家予算横領及び脱税の容疑に

よるティモシェンコ前首相に対する刑事訴追を打ち切る旨の

元検事総長命令を２０日付で破棄した旨発表、同打ち切りに

関する裁判所の決定に控訴する意向を表明。 

・２８日、キエフ市シェフチェンコ地区裁判所は、同刑事訴追

の打ち切りに関する同裁判所の決定に対する控訴を認める

旨発表。同刑事事件の訴追手続き再開によって、ティモシェ

ンコ前首相に対して、２００９年対露ガス契約署名の際の権限

逸脱の疑いに関する裁判の他、「ウクライナ統一エネルギー・

システム」社に関する２件の刑事訴追による捜査が行われる

こととなる。 

▼大統領の動き 

・２８日、ヤヌコーヴィチ大統領は、リヴィウ州を訪問、２０１２年

欧州サッカー選手権大会に向けた空港・自動車工場・スタジ

アムにおける準備状況を視察。同視察に同行したコレースニ

コフ副首相兼インフラ相は、２０１２年欧州サッカー選手権大

会に向けて再建中のドネツク、キエフ及びリヴィウの空港に

ついて、２０１２年３月下旬から運営を開始する予定と発言。 

２．経済 

▼マクロ経済 

・２４日、中央銀行は、２０１１年の９月時点の国際収支が２０

億４，４００万ドルの赤字と発表。 

・２７日、国家統計局は、２０１１年９月期におけるフルタイム

労働者の平均月給が対前月比４３フリヴニャ増の２，７３７フリ

ヴニャと発表。地域別で見ると、最も高いのはキエフの４，０

７２フリヴニャ、最も低いのはテルノーピリの１，９２７フリヴニ

ャ。 

・２８日、中央銀行は、ウクライナのＧＤＰ成長率について、２

０１１年は４．８～５．０％、２０１２年は４％、インフレ率につい

て、２０１１年は８．５％、２０１２年は７．６％との予想を発表。

なお、政府は、２０１１年のＧＤＰ成長率を４．７％と予想。 

▼ＩＭＦ・ガス問題 

・２５日、ＩＭＦミッションは、２０１０年のスタンドバイ合意見直

しのため、キエフを訪問（滞在は１１月４日まで）。 

・２５日、アザーロフ首相は、我々はＩＭＦのほぼ全ての要求

を満たしているが限界もある、家庭向けガス価格の引き上げ

は行うべきではない、来月、ロシアとのガス価格交渉がまと

まる見込みであり、ガス価格も変更される旨発言。 

・２７日、アザーロフ首相は、ロシアとのガス問題は広範な二

国間関係に関する合意の一部として、妥協に至るであろう旨、

また、ガス問題の解決は、ウクライナの関税同盟加盟如何に

影響されることはない旨発言。 

▼金融・バンキング 

・２４日、中央銀行は、（先月導入された）外貨両替の際のパ

スポート確認を身分証明書の提示で良いとする旨発表。同

決定は１０月２８日から２０１２年９月１日までの期間のみ実

施。 

・２８日、シュミーロ中央銀行第一経済局長は、現金通貨市

場でのプレッシャー（フリヴニャの平価切り圧力）は認められ

るが、フリヴニャが弱くなっているとの経済的背景はない旨

発言。 

３．外政 

▼２０～２３日、ヤヌコーヴィチ大統領のキューバ訪問 
・ヤヌコーヴィチ大統領は、国賓としてキューバを訪問、ラウ

ル・カストロ国家評議会議長と会談し、チェルノブイリ原発事

故の被災児童に対するキューバの支援に謝意を示し、両国

はハイレベルの効果的な協力関係を維持していく旨発言。 

▼２３～２６日、ヤヌコーヴィチ大統領の訪伯 
・ヤヌコーヴィチ大統領は、国賓としてブラジルを訪問、ル

セーフ大統領と会談。両者は宇宙、航空、エネルギー、軍

事、薬品等の分野の２国間関係及び国連をはじめとした国

際的枠組みにおける協力関係等につき協議。両国は戦略

的パートナーシップ協定締結に向けた交渉を開始。 

・ヤヌコーヴィチ大統領は、「サイクロン-４」宇宙計画に関し、

２０１３年にアルカンタ宇宙センターにおいて最初の打ち上

げを実施予定である旨発表。 

▼ＥＵウクライナ連合協定交渉 
・２７日、欧州議会は、欧州委員会に対し、ウクライナとの建
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設的対話を再構築するよう求める決議を賛成多数で採択、

ヤヌコーヴィチ大統領との会談を、１２月のＥＵウクライナ首

脳会議前に実施するよう慫慂。 

・２７日、グリシチェンコ外相は、欧州議会が欧州各国の欧州

連合に加盟する権利を謳ったＥＵ条約第４９条に言及したこと

を多とし、右条文は連合協定に盛り込まれるべき旨発言。また、

同決議がティモシェンコ裁判が民主主義と欧州の価値観に反

するとしている点に関しては留意する旨発言。 

・２７日、ヴォローシン・ウクライナ外務省報道官も、欧州議会

決議を歓迎する旨、また、ウクライナは明確なＥＵ加盟時期を

求めないが、連合協定の有効期限の明確化を要求する旨発

言。 

４．防衛 

・２６日、アパスライＮＡＴＯ事務総長補代理（政治安全保障

政策局担当）は、ＮＡＴＯ主導アフガニスタン平和維持活動

へのウクライナの参加に謝意を表明、またシカゴで開催予

定のアフガニスタン平和維持活動参加国サミットにヤヌコー

ヴィチ大統領が招待される旨発表。 

（了） 


